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は じめに 一 本稿の 目的 と執筆動機一
博物館 評価 の項 目は、博物館 を構成 するモ
ノ ・ヒ ト ・バの全て にわたる ものだが、 と り
わけ、博物館 の対社会 的活動、 すなわち、展
示 ・教育 を中心 とした評価が重要であ ろう。ω
博物館 の評価 には大別 して、① 計画 的、科学
的 、分析 的な評価 ② 感情的 ・情緒 的評価 が
あ る。① に関 して は、わ が 国で は体 系 的 な
「評 価」の理論 とシステムの構 築 は不十分で 、
組織 的 ・系統 的に実施 され てい ない現状 があ
り、② に関 して は所 謂、`世間的'な 評 価 と
も呼 び うるが、これ もまた トー タル評価 とし
て鋭 い ものが あ り`来 館者至上主義'や`鑑
賞者本位'も 否 めない経営 志向か らい って も
無視 で きない評価指標 の1つ であ る。(2)①
に関 して は、博物館 自身の研 究精査 ・技術 開
発 も含 め、欧米先進博物館 の ように専任の リ
サーチ ャー(researcher)やエバ リュエー ター
(evaluator)の配備 を含 めた展 示評価 が重要で
あ り、② に関 して は、事実 に立脚 し、実際的
問題 か ら帰納的 に吸 い上 げ、プ ラグマテ ィ ッ
ク(実 用 的 ・実践的)に 改革 ない し改良 をす
す める(3)上で は現場 にお ける観察 ・精査 と
いったフ ィール ドワークない し参与観察 とい
う武器が有用 となろ う。展示の評価 につ いて
は、一般 に来館 者の反応 を調査す るこ とを通
して実施 されてお り、i.来 館 者の観察調査、
ii.アンケー ト調査 が あ り、後者 は、面 接 ア
ンケー トと非拘束 自由記入式 とがあ る。(4)
「博物 館 にお ける フ ィール ドワー クを基 に
展示方法 を考える」とはしたものの、筆者は
単に利用者 ・鑑賞者 ・来館者の立場 というだ
けで執筆に至ったのではないことを予め付言
してお く必要があろう。筆者は本学博士後期
課程において指導教官:大 胡修 教授(社 会
調査法 ・フ ィール ドワー ク論)に 師事 し、
フ ィール ドワー クの 実践 法、エス ノグラ
フィーの記述法について指導を受けた。なお、
大胡教授 は国立民族学博物館(大 学共同利用
機関の1つ であ り博物館を保有す る研 究所、
以下 「民博」と略記)に8年 間(1975-1983
年)助 手 として在籍 した経緯をもつ。 また筆
者は、本学:明治大学古代学研究所指導教官:
山内健治 教授に文化人類学的調査技術の訓
練を受けてきた。また筆者は既 に2005年度、
本学:明 治大学学芸員養成課程(講 師:矢 島
國雄 教授 ・吉田優 助教授/実 習:外 山徹
学芸員)を 修了 し、2006年度 より民博の特
別共同利用研究員 として在籍 し、「経営人類
学」(5)(指導教官:中 牧弘允 国立民族学博
物館教授)を 専攻 している。
いずれにしろ筆者の博物館に関する学的関
心は、一筋縄では括れない多彩な刺激 に依る
ものではあるが、少なくとも種々の博物館を
見学するにあた り、「経営人類学」的視点 も
視座に据 えて記述 していこうと考 えている。
これは単に合理効率化やマネージメントセン
スといった運営管理を標榜するわけではない。
博物館の主要素にはモノ(コ レクション等)、
カネ(予算 ・資本等)は 言うまでもなく、ヒ
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ト(学芸員 ・職員等)の 存立意義が重要性 を
増 してい る。本稿の後半部にはこの`ヒ ト'
=学芸員に力点を置いて分析を行っていく。
.
昨今 「魅せる博物館」なるス ローガンが少
な くなく掲げられるが`魅 せられる'を決め
るのはあくまで受けとり側の来館者 ・鑑賞者
であっで 企画 ・立案者である学芸員の創造
物ではない筈である。鑑賞者の主観に委ねる
と言えばそれまでだが、現地調査ないし参与
観察による視点から、(やや文学的表現だが)
珠玉的な展示、感覚器官を強 く刺激するよう
な官能的な展示、来館者の琴線に触れる展示
なるもの、が仮に存在 したとしたら、その展
示的魅力やそれらの共通点が模索できるので
はないか、と考える次第である。
以下では、筆者が博物館の展示方法に関す
る基礎的な理論 ・方法 ・技術 ・知識に関 して
博物館実習を通 じて履修 した経験を踏 まえな
が ら、同時にあらためて来館者 ・見学者 ・利
用者 ・鑑賞者の立場から考える。展示物や作
品を体感・体験または鑑賞 し、率直に受け取 っ
た瞠目、も』しくは官能的な刺激 を感 じ得た(場
合によってはナイーブで、直感的 とも言うべ
き)熱烈な印象が残った展示物が、如何なる
展示方法ないし技術内容に裏打ちされている
か、を検討 し、整理する。
むろんこれらは、展示における理論 方法・
技術 ・知識 を駆使 した上で、科学的ないし客
観的に抽出した測定 ・分析 ・解釈 ・判定 を精
査せねばなるま.い。そうした分析装置や論的
手続 きを踏襲 しつつ施策や実施を行い、また
その評価ないし真価 ・真贋の声、善 し悪 しを
企画 ・設計 ・製作の段階に遡及させてフィー
ドバックしていかねばならない。博物館では
蓋 し美術作品や`鑑 賞者の主観'・または`鑑
賞者への心的委託'ま でをも学芸員は考慮 な
い し銘記 しな くてはならないからである。つ
まり博物館が掌 り、追求するのはリアリズム
だけではな くリリシズムなるものをもまた内
包 しなくてはならないのである。来館者 ・利
用者に社会的 ・教育的 ・啓蒙普及的なサービ
スやホスピタリティを提供するのと同時 に、
エンダーテイメ ント性や鑑賞者にアメニティ
を味わい反発 してもらうこともまた、 リピー
ターを確保する う.えで博物館の、もしくは学
芸員の避けて通れぬ枢要な命題ではある。
1.博物館の展示 ・教育の理念と統計資料
1.博物館の展示・教育の理論的枠組一 「博物
館学」(倉田 ・矢島:1997)を中心に一
博物館の展示(6)の種類には①分類展示〈
自然的分類(自 然系)・人為的分類(人 文系)
〉②生態展示く生態系(自 然系)・時代室(人
文系)〉③動態展示④課題展示くテーマによ
る企画展等〉⑤総合展示があ り、また形態 ・
内容 に よっ て屋 内 展示 型博 物館(indoor
museum)、動植物園や移築建築物等の屋外展
示型(outdoor/openairmuseum)、さらに遺跡
や現地保存型の博物館(sitemuseum)があ
る(7)。展示の物理・化学的条件としては 「動
線計画」・「視線計画」・温湿度 ・照明 ・採光
の条件がある(8)。また展示のバ リエーション
には、L説 明的 ・実証的方法(確 立 された
知識を合理的に伝達する)ii.問題発見法(ど
こに問題があるのかを指摘する科学的研究法
を説明する)iii.探求法(学 習者 自らが問題
をもち、仮説を立て、照明す るiv.以上の方
法を組み合わせたもの(9)、があ り視覚中心教
育の原点には`観察'と`比 較対照'が 肝要
であることを強調 している。「展示」 とい う
方法は、見ることにより、学習者が自分の知
識、関心 、興味に応 じてそれらを学習するこ
とであ り、いわゆる視聴覚的、特に視覚的方
法を中心 とした学習(教 育)で あり、この博
物館特有の視聴覚ないし視覚的教育とは 「感
性的認識」と 「理論的認識」 を統一 し、具体
的なものと抽象的なものどの相互の結びつ き
の実現に努めることである。(10)
一般にわれわれは特に文献 ・図版を通 して
`知識'として消化 しているものは数多あるが
一22一
未だそれを実見した り触った り、訪れていな
いことの方がむしろ多い(例 えば保護対象の
天然記念物、珍 しい動植物、遠国 ・奥地の民
族 ・世界遺産等)。筆者を含め文化人類学を
専攻 している研究者ですらも、専門調査地以
外は訪れていない国々のほうが圧倒的に多い
ことが普通であろう。ものを体験 したり実感
した りする(モ ノの姿形 を様々な角度か ら凝
視、刮目し手で重 さを感 じる)こ とで初めて
体得できるものがあるのだと筆者は博物館実
習を通 じてつ くづ く痛感 したものであった。
「本物(実 物)を 見せ、あるいは触れさせ
て、感 じさせ、発見 させ、考えさせ ること」
は、いわば教育の原点 とも言えることである。
この見るということは、ただ何となく目で見
る、網膜に写 したということではなく、目を
通 して脳で見ていることであ り、意識の流れ
に還元 しなが ら 「視る」 ことで、見る人の積
極的な活動 となる。展示には、この 「視 る」
ことを促す誘い込みが欠かせない し、学習者
が自らの知識に応 じて検討して 「わかる」こ
とと、「わか らない」ことが 「適当 な割合」
で混在していることによる、さらなる学習の
促 し、知的好奇心を起こさせる刺激となると
いわれる。[デール ・エ ドガー:1967]」
1つのモノを通 して、増幅する心的世界と
いう`余白'を 鑑賞者に残 してあげて、敷桁
的な解説等はモノの`履 歴'に とどめモノか
ら得、受動 し、または彷彿するイメージを立
体的に拡大 させるように、制作者はあ くまで
鑑賞者への橋渡 し的な`触媒'と して在るべ
きであると考える。例えばキャプシ ョンの内
容なども制作者(こ こでは学芸員)か ら鑑賞
者(来 館者)へ の単方向の教義的ないし啓蒙
的な説明、敷桁的な模範解答を提示してはな
らないのである。つまり、制作者 と鑑賞者の
間の`双 方向のコミュニケーション'が重要
であるとい う指摘である。
キャプションを例にとれば、制作上留意す
ることは、概説的 ・網羅的 ・簡略的であるこ
とが大事である。その内容は決 して結論的に
帰趨 させ ることなく、あるいは`モ ノのふ'
を`完結'さ せず、元々`解答なるもの'な
どは存在 しないことを前提に、お膳立てはこ
ちら(制作者側)で 用意 し含みを持たせなが
ら鑑賞者の想像力に託 し、創造力を掻 き立て
る`余地'を 残 してお くことが大切であると
考える。`問いかけ'を 含め鑑賞者 との 「知」
の(無 言の)対 話を楽 しむことが最重要であ
ることを筆者は博物館実習(11)から学んだ。以
下では、学芸員は ドグマ的に、あるいは恣意
的に道理を諭す伝導者ではなく、あくまで鑑
賞者の知的好奇心 を喚起する鼓舞的な役割、
つまりサポーター(支 援者)に 徹するという
姿勢を強調 している。
「展示されたモノを見ることによって、その
モノを自分の目で観察 し、知識を確認すると
ともに、そのモノを通 じてその背後にあるコ
トを学ぶのである。展示とは、変 ・古 ・珍な
るモノを陳列 して人々の好奇心を刺激するだ
けではなく言葉の通 りモノを 「展べ広げ、覆
われているものを取 り払 って」人々に示し見
せ ることにある。 しかもモノとモノとの関連
を意味づけなが ら、学習者に提供 し、それら
を視ることを通 じて自然や文化、歴史を体験
的に学習することを補助、支援することであ
る。旧来の博物館は、陳列 したモノを見せ、
知 らしめる伝達的教育(学 習)で あったが、
今 日、博物館の展示はモノで見せ、考えさせ
る 「視覚的思考」であ り、創造的学習へ誘う
という進化的転換を行わしめるものであると
考える。[倉田 ・矢島1997:240頁]」
1つのモノか ら出発 して、外延的かつ積分
的(よ り立体的にかつ高次に上げるような)
に増幅する世界や、 もしくは代表的、象徴的
に岨噛 したイメージとして解釈 した印象は鑑
賞者それぞれにより異なる。あまつさえ首肯
的、場合 によっては対礁的な理解や解釈 と
いった 「理論的認識」にとどまらず、モノが
放つ残像や機微、得 も言われぬ珠玉との避道
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や瞠目、感覚器官を刺激するような官能的な
心象や銘記 といった 「感性的認識」は、両者
が二分法的あるいは折衷的に分 けられて消
化 ・鑑賞 されるのではなく、渾然 として 「視
る」ヒ トの懐に入って くるのである。鑑賞を
重ねることにより、知識や造詣を深めること
により、 ときに窺蓄を傾けることにより反発
して味わうことが出来 るのである。こうした
`学び'な い し教育には 「学校教育」にはな
い。教科上、「算数」 と 「図工」 ない し 「数
学」 と 「美術」に区分ない し分断されている
のとは違って、博物館の`モ ノ'学習は`横
断的'で あり畢寛、既述してきたように 「理
論的認識」と 「感性的認識」 とが融合 し、し
かも同時に総合的に尖鋭化できることが 「社
会教育」ないし 「博物館教育」の醍醐味なの
である。 ノ
2.わが国の種類別博物館数と入館者数
(2005年度)
博物館及び博物館類似施設について種類別
にみると,博物館では美術博物館が423館(博
物館総数 に占める割合35.4%)で最 も多 く,
次いで歴史博物館405館(同33.9%),総合
博物館156館(同13.0%)の順となっている。
また博物館類似施設では歴史博物館が2,795
施 設(博 物館 類似施 設総数 に占め る割合
63.2%)で最も多 く,次いで美術博物館667施
設(同15.1%),科学博物館366施設(同8.3%)
の順 となっている。(12)
これによれば歴史博物館がその館数に比 し
て入館者の割合が相対的に低 く、科学博物館 ・
動物園 ・水族館の入館者が館数と比較 して相
対的に多いということがいえる。
このことは後述する(稿 末:結 び)、科学
博物館の体験型 ・参加型の博物館の施策(ま
とめ③)や 、最先端の映像 ・動画技術 を凌駕
する`実 物が動 く'(まとめ④)こ とに起因
するかにみえるが、ここでは提起にとどめて
お く。
なお、博物館の展示技術 を評価する上で、
照明 ・背景色 ・キャプション ・映像 ・展示に
注目することは重要となるので、これらにつ
いても以下で触れていきたい。
図1種 類別博物館数 ・博物館類 似施設数(表1-1,表1-2,図1-1,図1-2)
表1-1種 類別博物館数(単位 施設)
区 分 計 総合博物館
科学
博物館
歴史
博物館
美術
博物館
野外
博物館 動物園 植物園 動植物園 水族館
平成17年度 1,196156 108 405 423 13 32 12 9 38
(構成比%) 100%
.
13.0% 9.0% 33.9%35.4% 1.1% 2.7% 1.0% 0.8% 3.2%
表1-2種 類別博物館類似施設数(単 位 施設)
区 分 計 総合博物館
科学
博物館
歴史
博物館
美術
博物館
野外
博物館 動物園 植物園 動植物園 水族館
平成17年度 4,421
.
262
.
366 2,795 667 93 63 121 16 38
(構成比%) 100% 5.9% 8.3% 63.2%15.1% 2.1% 1.4% 2.7% 0.4% 0.9%
〈注〉 「総合博物館」とは人文科学及び自然科学に関する資料を,「科学博物館」 とは主として自然科学に
関する資料を,「歴史博物館」 とは主として歴史及び民俗 に関する資料を,「美術博物館」とは主 として美術
に関する資料を,そ れぞれ収集 ・保管 ・展示するものをいい,「野外博物館」とは戸外の自然の景観及び家屋
等の形態を,「動物園」とは主として動物を,「植物園」とは主として植物を,「動植物園」 とは動物・植物を,
「水族館」とは主 として魚類を,それぞれ育成 してその生体を展示するものをいう。
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野外博物館
1.1
図1-1博 物館の構成比
植物園 動植物園 水族館
0.elS32鴬
出 典:文 部 科 学 省 ホ ー ム ペ ー ジ(Home>総 合 案 内 〉各 種 統 計 情 報 〉社 会 教 育 調 査 〉平 成17年 度 社 会 教 育 調
査 中 間 報 告 〉 調査 結 果 の 概 要)
http:〃wwwmext.go.jp/b_menu/toukei/001/0041h17m/002.htmよりほ ぼ全 抜 粋 した もの を筆 者 が 部 分 的 に 編 集
表2種 類別博物館数 ・博物館類似施設入館者数(表2-1,表2-2)
表2-1博 物館の入館者数 (平成16年度間)
区 分 計 総合博物館
.
科学
博物館
歴史
博物館
美術
博物館
野外
博物館 動物園 植物園 動植物園 水族館
博物館数
1
(登録十相当施設) 1,159 149 104 396 406 13 32 12 9 38
入館者総数(千人)117,47010,05612,64216,99933,2562,68718,1972,1824,30017,151
(構成比%) 100% 9% 11% 14% .28% 2% 15% 2% 4% 15%
うち特別展(千人) 40,5073,471 4,0296,01617,077535 1,108 191 18 8,062
登録博物館数 831 125 65 288 334 8 1 1 一 9
入館者総数(千人) 55,1416,8258,77911,67624,8441,081 712 9 一 1,215
(構成比%) 100% 12% 16% 21% 45% 2% 1% 0% 0% 2%
うち特別展(千人) 24,1232,1942,5404,82013,721464 14 1 一 369
博物館相当施設数 328 24、 39 108 72 5 31 11 9 29
入館者総数(千人) 62329 3,2313,8635,3238,4121,60617,4852,1734,30015,936
(構成比%) 100% 5% 6% 9% 13% 3% 28% 3% 7% 26%
うち特別展(千人) 16,3841,277 1,4891,1963,356 71 1,094 190 18 7,693
(注)「博 物 館 数 」 は,平 成16年 度 間未 開 館 及 び 平 成17年 度 新 設 の博 物 館(37館)を 除 く。
出 典:文 部 科 学 省 ホ ー ムペ ー ジ(Home>総合 案 内 〉各 種 統 計 情 報 〉社 会 教 育 調 査 〉平 成17年 度 社 会教 育 調査 中
間報 告 〉統 計 表 一 覧>5博 物 館>37博物 館 の 入 館 者 数)
http://wwwmext.go.jp/b_menu/toukei/001/004/h17m/005/037.xls
表2-2博 物館類似施設の入館者数 (平成16年度間)
区 分 計 総合博物館
科学
博物館
歴史
博物館
美術
博物館
野外
博物館 動物園 植物園 動植物園 水族館
施 設 数
入館者総数(千人)
(構成比%)
うち特別展(千人)
.
3,946
148,857
100%
29,981
234
,702
5%
1,542
344
17,251
12%
2,805
2,433
57,521
39%
9,767
620
22,868
15%
7,942
85
3,868
3%
217
61
14,672
10%
531
119
12,603
8%
1,916
14
2,334
2%
317
36
10,038
7%
4,944
(注)平成16年度間未開館及び平成17年度新設の博物館類似施設(475施設)を 除く。
出典:文部科学省ホームページ(Home>総合案内〉各種統計情報〉社会教育調査 〉平成17年度社会教育調査中
間報告〉統計表一覧>6博物館類似施設>45博物館類似施設の入館者数)
http=//www.mexLgo.jp/b_menu/toukei/OO1/004/h17m/005/045.xls
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ll.博物館調査 と実証研究 一フィール ド・
ノー トより一
1.明治大学博物館の展示について(事 例1)
<見学館:明 治大学博物館
見学 日:2005年4月'23日〉
館内全体の内装の壁面や床面の 「配色」に
非常に趣向が凝らされている。館内は薄暗 く
統一感があ り、壁 ・床面の暗 くシックな色合
いと、背景 もしくは壁紙(白色 もしくはクリー
ム色)と のコン トラス トが見事であ り、より
展示品が浮き立つ演出がなされている。レイ
アウ トは(敷 地面積の制約上)簡 潔かつ明瞭
な間仕切 りで、商品 ・刑事 ・考古の各部門の
バナーサイン(釣 り幕)で 会場区分が明瞭で
ある。時系列的な展示がなされている考古部
門以外は順路が無 く`自由動線'が 想定され
てお り利用者の興味本位を尊重 し、来館者の
放恣 を許容するような配慮が施 されている。
入室時 に鳥撤図等で館内の広 さをある程度把
握できるので利用者は時間を気 にせず安心 し
て鑑賞できる。天井が7mも あることから開
放感があ り、ガラスケース個々の間隔が贅沢
にとられ窮屈感や切迫感は全 く感 じられない。
商品部門では、磁器 ・陶器 ・漆器及び友禅
染の製造工程を示すにあたって、現物(素 材
品 ・段階別半製品 ・完成品)の 陳列だけでな
く、製法や加飾の工程段階を写真添付するこ
とによ り詳細 に解説 してあった(「先染糸」
の段階別の色の濃淡が把握 し易い)。また原材
料別多用途(ex.木:割物 ・挽物 ・檀榔 ・い
草 ・こけ し)の展示 も伏線 とな り、`商品'
の展示であると共に`人間の技法 ・技術 ・技
量'の 展示でもあることを訴えている。
刑事部門では、文字資料だけでなくカラー
図版(「答打 ・石抱の図」・「武器二百図」・「新
入 りの しゃくり」)等や実物資料(石 抱拷具・
礫柱 ・獄門首台木 ・火罪木等)を 満載 し、視
覚的アピールが強 く鑑賞者を瞠目 ・圧倒 させ
る。例 えば礫柱 にも 「礫の図」・「刑場の図」
を添えることによってよりリアリティが高い
ものとなっている。実際に使用 したとされる
60cmの「江戸町方同心捕者出役長十手」の
ような捕物道具は希少価値が高い。ギロチン、
`ニュルンベルクの鉄の処女'は戦燥的な印象
を与え、またその妾らに 「人権」 という人類
のテーマに照 らし合わせた差別解消 ・人権擁
護の立場を考慮 した`お ことわり'書 きの配
慮がなされている。
考古部門では、明治大学が50年以上にわ
たって旧石器時代から古墳時代にいたる各時
代の遺跡を調査研究 してきた実績を主 に発掘
品を中心として時代別 ・遺跡別に詳説 してあ
る。群馬県岩宿遺跡 ・埼玉県砂川遺跡 ・神奈
川県夏島貝塚 ・栃木県出流原遺跡等、個々展
示内容 ・技術には立ち入 らないが、全体的に
モノが引 き立つライティングに統一感があ り、
不世出感を醸 し出 している。黒曜石原石、武
器形青銅器 「広形銅矛」、矢出川遺跡 「細石
刃」、夏島貝塚 「尖底深鉢形土器」等 に当て
た照明は、影 をつ くらないよう配慮 されてい
る。圧巻なのは 「杉田貝塚貝層剥離標本」(縄
文中～晩期)の 貝層断面である。壁面 にかけ
られ瞠 目するような臨場感がある。また茂呂
遺跡、平沢良遺跡のナイフ形石器、上ノ平遺
跡の槍先形尖頭器(石 槍)は スモール ・ライ
トの効果もあってか透明度や尖 り具合が明瞭
である。暗色の銅鐸 「四区袈裟樫文銅鐸」 も
底面照明で文様が くっきり表出している。パ
ネルのタイ トル"文 字に現れた倭国"は 、大
きさにもインパク トがあ り効果的。
大学史展示室は、沿革が時系列的に並べ ら
れ、床面の 「敷石(1928)」・壁面から突出 し
た3人の創立者、旧記念館の模型は荘厳さを
醸 しだ し格調高い。記録案内 ・記事 ・設計
図 ・手帳 ・日誌 ・学則要項その他写真 ・作品
に至るまで当時の学園生活 を追体験で きる。
ガラスケースにつき5～6点 に(間隔を空け)
絞ってあるため、ゆった りとした安堵感を与
え、読む気を削がない工夫がなされている。
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2.歴史系地域博物館の活動の特色について
(事例2)
<見学館:浦 安市郷土博物館
見学日:2005年10月16日〉
同市の安定 した財政状況が反映 してか同館
の入館料は無料である。開館5周 年(平成13
年4月1日)の 横断幕があ り、同館は保存機
能が不十分 であった郷土資料館(昭 和55年
～)の リニューアル館である。受付に順路 を
尋ねるとまずBIFの屋外展示場 「浦安の ま
ち」に是非行 くように薦められる。いきな り
戦後復興後にタイムスリップしたような臨場
感を受ける。活況を呈 した`漁 師の街'と 、
数多の市指定有形文化財の立ち並び、ボラン
テ ィアの人々の、実際にそこに暮 らしている
かのような挙措、立ち振 る舞いまたは所作が
手伝い、ダイナ ミズムがあ りその リアリティ
の高さに瞠目する。当博物館のコンセプ トは
①市民参加をモットーとした 「すべてに開か
れた博物館」⇒市民が主体の新 しい博物館②
体験を重視 した 「生 きている博物館」⇒新た
な市民文化の発信基地③いつ来て も新 しい発
見のある 「リピーターの呼べる博物館」⇒生
涯にわたって学習のできる施設④博物館 も学
校であると位置づけ 「学校教育に生かせる博
物館」⇒未来の浦安 を築 くエネルギーであ り、
いずれ も市民主体 ・市民文化教育がキーワー
ドになってお り、千葉県指定の文化財4、浦
安市指定文化財が24の保護・活用にも力が注
がれている。
なかんず く臨場感のある展示は、屋外展示
場の船宿、豆腐屋、風呂屋や路地広場の共同
水道。松井天山によって描かれた 「浦安鳥撤
図」は、山本周五郎 「青べか物語』の舞台 と
なった昭和初期の浦安の世界 に浸 ることがで
き、時代を越えた郷愁に駆 られる。「船の展
示室」で実物大の`投網船'`小網船'`打瀬
船'が(ス ペースを喰 うため鉄柱 を組んで)
高 さ2段組で展示されている。さらに 「埋め
立て前の浦安の干潟」のジオラマは房総半島
と三浦半島が一望でき、断面(層)構 造で海
中や海底に生息する動植物(ア シ ・アサ ・マ
ガキ ・トビハゼ等)や 、地中に生息するアナ
ジャコ ・オサガニ ・スゴカイイソメ等 も覗け
るようになっている。アオギスの生態観察水
槽、ウロハゼ ・チチブ等の自由研究水槽は水
族館並みの巨大水槽である。海の映画館「チャ
ンコの海』、浦安史談r浦 安亭』の演 目(6
回/日 上映)、漁師たちの方言rこ とばの収
蔵庫」は`語 り'の音声展示であ り趣向が凝
らされていた。各コーナーにはタッチパネル
式のPCが設置され、携帯電話 を貸 し出す こ
とにより、館内順路を歩 きながら説明を聞け
るというシステムが施されている。ミュージ
アムショップには浦安特産品(焼 き海苔、焼
きあさり等)が 売 られている。ユニークな試
みである。
地方博物館が保持す る 「郷土」や 「風土」
について考えさせることを念頭 とし、それら
を`問 う'こ とを基本的態度 としていた。浦
安市の浦安"史"の 変遷を見事に現代史 ・地
域(史)学 に融合させている。浦安市 は昭和
46年の漁業権全面放棄以降、複合都市 として
のオリエンテーシ ョンを図 り、相次 ぐ海面埋
め立てが行われ激動 ・激変の時代 を経てきた。
`風土'の 中で長い時間をかけて、新都市へ
と変貌を遂げた現在の浦安市を、確かに数々
の展示物で克明に表現 し、正に地域に根ざし
た郷土博物館であることを首肯 させ られる。
また数々の体験教室(「お手玉 ・ねつけ作 り
教室」「境川乗船体験」「干潟観察会」「郷土
料理教室一あさり飯 ・ふうか し(あ さりの味
噌汁)一 」)には、浦安市郷土 の自然や文化
の継承 ・振興 ・育成を図っていこうとするこ
とが見て取れ、文化センターとしての役割や
地域学術の振興を担っていることを確認で き
る。
3.理工系博物館の参加型 ・体験型博物館の
展示とその比較(事 例3)
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<見 学館:地 下鉄博 物館/国 立 科学博 理工
部門 見 学 日:2005年6/12,18・10/23>
1【地下鉄博物館】1
入館すると 「日本最初の地下鉄電車」及び
「丸の内線第1号車」の実物車両(乗 車可)展
示 に迎え られ る。また当時(1927年S.2)
10銭白銅貨を入れていた 「ターンスタイル自
動改札機」にコインを入れて通過できるよう
になっている。『地下鉄プレイラン ド』の 「メ
トロパ ノラマ演出時間」(4回/日)で は巨
大ガラスケースでミニチュアの都心を象 り地
下鉄車両(東 西 ・丸の内 ・銀座 ・日比谷 ・有
楽町 ・千代田 ・半蔵門 ・南北線)を 旧 ・新系
統 ともに走らせている。解説アナウンスがつ
き照明の明暗の変化(日 中→終電)で 時間の
経過 を演出 していた。体感コーナーでは映像
をみながら実際に運転操作する5000系統運
転台(東 西線:西 船橋行)、8000系統運転台
(有楽町線:新木場行)、02系運転台(丸 の内
線:池 袋行)が あ りボランテ ィアの人が案内
指示を しながら操作方法 を解説 してくれる。
また映写機3台 を駆使 した 「電車運転シミュ
レー ター:僕 も君 も運転士」(小学生以上)
では運行映像 と電車の`揺 れ'を 体感 しなが
ら運転速度制御(ex.`階段緩め'等)や 速度
に応 じたアクセル ・ブレーキの使い方、停止
位置への停車の仕方をボランティアの人が付
き添って解説 してくれる。速度制限(各40・
55・70km/h)をオーバーするとATCが働
くのには驚愕 だ。「地下鉄車両の しくみ」で
は100系(S.59まで銀座線1825号車に使用)
の模擬運転室で運転の手順(マスコン・ブレー
キハ ンドル)を 学べ る。「総合司令室」では
運行状況モニ ター ・葛西駅監視モニターをみ
た り"指令体験"で は受話器をとってクイズ
に答える形式になっている。
1【国立科学博物館:理 工部門】1
B2では音 ・光 ・力 ・運動 ・電気 ・磁気等
の現象を体感 ・実験す ることがで きる。例え
ば 「人間電池」 は金属板 に両手を置 くと人間
自身が電池(人 間の体重 のお よそ2/3が水分
で、その中 にイ オンが溶 けて いる=「電解質」)
になって い るこ どを知 った り、「手 回 し発電
機」で は磁石 の傍 で金属 を動かす と動 か した
瞬間 だけ金属 に電流 が流れた りす るこ とを学
ぶ こ とが で きる。そ の他 「強 力磁石」 「ベ ン
ハ ムの円盤」 「サ ウ ン ドループ」 「トムソ ンリ
ング」 「アー ク放 電」 「作 用 反作 用」 「光の 三
原色」 「ジ ャイ ロホイ ール」等 、モ ノの道 理
が教育 ボラ ンテ ィアの指導の もと実験 ・体験
で きる。B3の 実験 ・体感 コーナ ーで は1mo
l(分子 原子6.023×1023))の量 を水 ・炭 素 ・
アル ミ ・銅 ・タングステンとの比較 に よって
重 さを実感 させ た り、1秒 が どの くらい の長
さの時 間か を自身の`脈 拍'と 比 して感 覚 さ
せ た り、 とい った趣向 には愕然 とさせ られ る。
1kgはどれ くらい重 いか4つ の錘 を選択 し1
kg近似 を推 量 させ るコーナー もある。また諸
単位(cd,A,s,)を 実体験 ・体感 す る展示 、
例 えば1cd(カ ンデ ラ)≒1燭(ロ ウ ソクの
炎)と 比較 して視て 明 る さを感覚 させ 、1A
(アンペ ア)はどの くらいの電流 か を実感 させ
るため(1Ω の抵 抗が繋 い であ る)発 電 機の
ノブを廻 して1Vを 発電 させ る ことが如 何 に
大変、負 荷が要 るか を体感 させ 、(人為 の 口
頭説 明 な しで も)解 釈 が よ り直裁 的で あ る。
他 にもlm(子 午線 の1/1000万)を、カーソ
ルを動かす ことで感 覚的に覚 えさせ、その僅
差 を電光表示 した り、1K(ケ ルビ ン)と1℃
(セ氏)の 関係 を解説 してい る。
総 じて両博物館 を比較す る と、地下鉄博物
館 は特 に幼児 ・小 中学生 を対象 と して体感 ・
実感 させ るこ とに重 きをお き、操作 ・試行 を
通 じてア ミューズ メン ト性やエ ンターテ イメ
ン ト的要素に力点 を置 くの に対 し、国立科 学
博物館:理 工 部門は 中学 ・高校生以上 の大人
も無柳す る ことな く楽 しむこ とが で き、我 々
の身近 では常 時様 々 な物理現象 が起 こ ってい
るこ とを自覚 ・意識 させ知的好奇心 を促 進 ・
触発 させ る趣向が読み取 れる。平 た く言 うと、
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地下鉄博物館は疑似体験 ・模擬運転 という普
段、実務者 ・専門家のみに許 された`経 験'
を享受 させ、国立科学博物館は`モ ノの道理
を思考 させる'`未知なるものへの探求心を煽
る'展 示であると言えよう。
4.自 然系博物 館の展示 につ いて(事 例4)
〈見学館:国 立科学博物館/自 然史部 門
見学 日:2005年6/12・7/3・11/13>
新館(B3F～3F)を 入る とリーフ レッ ト
が10種類 に彩 られ用 意 されてい る。とい うの
も余 りに広 大 な階層(計6フ ロア)で あるが
ゆ え、時 間節 約型(60分 も しくは90分 ハ イ
ラ イ トコース等)も しくは目的別(理工系 コー
ス ・自然 との共生 を考 える コース等)用 に作
成 されて い るの であ る。入場 した1Fは 『地
球の多様 な生 き物 だち』 と題 し多様生物 たち
の系統や`種'が 環境適応 、共生 している姿
を演 出 してい る。特 に「系統広場」(円状 スペ ー
ス)で は古細菌界 ・真正細菌界 ・菌界 ・植物
界 ・動物界の標本 もしくは剥 製が同心 円状 に
配列展示 され広場の 中央(円 の内側)か ら鑑
賞す ることがで きる。広場 中央に は 「原生動
物 界」(ネ オモ ナー ダ類 ・アーケ ゾア類)は
動画 映像で、その他 アメーバ類 は等倍大 の レ
プ リカで展示 してある。節足 動物 類 はガラス
ケース(30～200虫/1ケ ース)ご とに標本
されてい る。各 「界」 は設 置 されてい る タッ
チパ ネル式のモ ニ ターで詳 説 を見 るこ とが で
き標 本 ケース ・分類 ・和 名(50音 順)・学名
(アル フ ァベ ッ ト順)で 検 索 で きる。 な るほ
ど微 生物 の場 合(B1・B2Fの 恐竜展 とは違
い)当 然 なことなが ら倍率 を上 げた展示(ex.
繊毛 虫 門 スチ ロニ キア ×4,000)が必要で
ある ことを認識 させ られ る。3Fの 「た んけん
広場 』はスペー ス全体が レプ リカの木 々に覆
われ様 々な鳥類や昆虫の ボ タンを押 す とその
鳴 き声が フロア内 に響 き渡 る仕掛 け になって
いる。 また数種の コケ(ウ メ ノキ ゴケ ・タマ
ゴケ等)を 回転式の顕微鏡 で覗 くことがで き
る。B1は恐竜の実物標本がフロアを占めB2
の 「地球環境の変動 と生物の進化』は半ば強
制動線の複雑順路であり地球の生い立ち ・営
み ・環境変動 ・人類の進化がおよそ時系列的
に理解できるようになっている。(筆者の学的
関心上)人 類学的な貴重資料として、古代ポ
リネシア人が南 アメ リカに達 した とされる
r古代カヌー」のレプリカ1/3模型(ヨーロッ
パ人の探検記録に基づ き1975年にハ ワイの
研究者らが復元 した実験航海船「ホクレア号」
をモデル)や 、「メジリチ遺跡」を部分的に
復元 した 「マンモスの骨を利用 した住居』(氷
期が和らいだ4万年前頃ホモ ・サピエ ンスが
それまで未踏の酷寒の北の大地 ・シベ リア奥
地に居住域を拡げていったことを示す)で あ
る。
ユニークな展示 としては「物質の階層構造』
で周期表を模写 したガラスケースに元素(自
然界 にて常温で存在するもののみ)の 配列展
示があ りタッチパネルで発見年 ・発見者 ・由
来 ・特徴 ・用途が確認できる機器が設置 して
ある。圧巻なのはr宇宙 ・物質 ・法則」の展
示で最新鋭の動画映像機器が完備されてお り
タッチパネルにおいては 「トラックボール」
があ りボタン操作 との併用で視野を上下左右
方向に向けたり中心の天体に近づいたり離れ
た りできる(「太陽系シ ミュレーター」等)。
また 「ジョイスティック」 を操作すると表示
中の天体を様々な角度から眺めることができ
加速飛行も楽 しめる(「銀河系ナビゲータ」等)。
3次元空間に位置 し様々な明るさを放つ恒星
はヒッパルコス星表をもとにしてお り衛星に
よって得 られたデータから約12万個の天体,
が割 り出され、距離は年周視差から求めたも
ので眺めはよりリアルである。全天星の分布
を投影 したモニ ターは天体 カタログUSNO-
B1.0,SAOJ2000のデータを基に描かれ、利
用者に望遠鏡操作よって標準を捉えさせ可視
光 ・赤外線 ・電波 ・X線等、波長を変えるこ
とで様々な姿を魅せる工夫 ・趣向がなされて
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いる。特に自然系博物館の展示は微視的 ・巨
視的もしくは不可視的かつ抽象的で未知なも
のをも取 り扱 うので音声 ・動画 ・映像 を併用
駆使 した展示はより効果的である。 よりリア
ルな疑似体験 をさせるのに今後 も科学博物館
のハー ド面はよりハイテク化 していくであろ
うと考えられる。'
5.水 族 館の展示 につい て(事 例5)
<見 学館:葛 西臨海水族館
見学 日:2005年6/11・11/20>
エス カ レー ター を降 りる と既 に館 内(2F)
でサ メ(ア カ シュモ クザ メ等)の 水槽 が出迎
えて くれ る。 当 フロアには 『レクチ ャールー
ム』(筆者 が訪 れた時は 「もっ と楽 しい水族 園」
が約10分 間上 映)と 『情 報資料 室」があ り、
そ こには情報 カウ ンター ・展示生物情報 検索
シス テム ・ビデ オライブラ リーがあ りカウン
ターの受付 の方 に リクエ ス トして各 椅子 に要
望 した ビデオ を個別 に放映 して貰 え る。 さら
に フロア を下 ると1Fメ イ ンフロアで巨大円
筒状(正 確 に は8角 形)の 水槽 があ り中 には
カツオ ・スマ ・キハ ダ ・クロマ グロが水槽上
部か らの照明 によ り光沢 を帯 び、魚類の銀肌
への反射効果 を狙 って いる。この大 水槽 は後
の順路 で反対 側(裏 側)か ら再度見 ることに
なる。 さ らに 『世 界 の海」(太平洋 ・イ ン ド
洋 ・大 西洋 ・カ リブ海 ・深 海 ・北極 ・南極海)
で地 域別 の水槽 が壁面 一杯 に並 列 してい る。
水槽 は厚 い アク リルガ ラス(16～26㎜)で
覆わ れ水 圧や大地震 に も耐 え うる との説明放
送が ある。紙面 の都合上全 ては記述 し得 ない
が、 とりわけ太平洋:セ レベス海の ヒカ リキ
ンメ ダイ(光 っているのは実は眼で な く眼の
下の発 光器 に住 む微生物 が光る)や 紅海:ソ
八 一ルサ ージ ャンフィッシ ュ(尾 びれ付 け根
にワ ンポ イ ン トの オ レ ンジの威 嚇 の為 の鋭
棘)や大西洋:北 ア メリカ東 部の グー スフ ィッ
シュ(釣 りをす る魚)、深海:ト リノアシ(ウ
ミユ リ綱 ゴ カ ク ウ ミユ リ科:"生 きた化 石"
といわれ、なんと棘皮動物)は 奇矯なもので
あった。圧巻 なのは 『アクアシアター」(巨
大三日月状水槽)で`マ グロの餌の時間'に
は愕然とさせ られる。(海の`底'を 知らぬ)
マグロに対 し餌付けをするペースを調整する
ことに感心、納得 させられる。ちなみに餌は
アジ ・エビ ・イカ ・イワシである。次に屋外
のr渚 の生物』・「ペンギンの生態」コーナー
に向かうと、落差の少ない階段 を上る過程の
左壁面が水槽になってお り水中が覗ける仕組
みになっている工夫が凝 らされている。rしお
だまり」では「スポットガイ ド」としてスタッ
フが様 々な生物を幼児に触らせなが ら紹介 し
ていた。ペンギンの生態 も下階段 により水中
で泳いでいる姿 も見ることができ各ペ ンギン
のフリッパー(翼)に カラーリングを付けナ
ンバ リングしている。その他 『海藻の林』で
は上部から光を差 し入れることで(光 合成可
能な)「簗場」 をスクリーン状の水槽 に生成
し、さらに機械で緩水流を起こし栄養吸収を
促 進 させている。『キ ッズ ・アクアリウム』
では幼児用に 「うみのニンジャ学校」(タコ・
カレイ等の体色変化を絵本や開閉扉式水槽で
解説)・「探検 ゾー ン」があ り『実験展示10min」
ではウミホタルが発光する様子を、さらに伊
豆七島・東京湾に生息する生物の水槽は、「上
部水槽」が設置 され、餌づけの様子や目前の
東京湾の渚が一望できる趣向が凝 らされてい
る。ここでは濁った水(植 物 プランク トン)
をアサ リに吸いこませ水を浄化 させる過程が
わかる水槽や 「周辺環境調査」の実績が示し
てある。「潮 だまり」 と 「磯」の水槽では携
帯電話 をもっていると2次元バーコー ド(Q
Rコー ド)で生 き物の解説を聞 くことができ
る。また 『東京湾の生物』の 「アマモ場」で
は環境問題 ・地球温暖化防止(CO2の吸収)
と絡めたキャプションがセットされ、「泥干
潟」では トビハゼの生態を見せる。水槽の泥
を深 くするなどの工夫がなされている。
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6.展示 とミュージアムショップの関係につ
いて(事例6)
〈見学館:東 京国立博物館(本 館)
見学 日:2005年11月27日〉
訪れたのは東京国立博物館Blの ミュージ
アムショップで、まず 「2006年国宝カレン
ダー」や書籍コーナーの東京国立博物館関係
刊行物(百 年 史 ・蔵 書 目録 ・図版 目録 ・紀
要 ・研究誌598号2005)が購買用に陳列 さ
れている。また当館名品シリーズの 「カラー
スライ ド」日本絵画(普 賢菩薩)・日本書跡
(源氏物語抄 近衛信サ筆)・日本工芸(梅 竹
文透釣燈籠)・日本考古(袈 裟樫文銅鐸 伝
香川県出土)も 販売されている。当館展示に
関するものとしてはミニチュアの 「屏風」(国
宝 檜図屏風 伝狩野永徳筆 東京国立博物
館蔵)や 当館所蔵の`日 本の染織'の 模様よ
り制作 したオ リジナル商品である 「グリー
ティングカー ド」(手摺復刻浮世絵版画 ・赤
地花菜文様更紗 ・白麻地 草木御所車柴垣模
様 帷子 ・茶地枝垂桜飛鳥模様 厚板唐織
等)が 得も言われぬ彩色 ・意匠である。 とり
わけ 「茶地枝垂桜飛鳥文」の生地デザインは
当館所蔵の能装束(生 地は女役が上着として
着用する唐織物と同様であ りながら装束 とし
ては男役が着付として着用するもの)で あり、
その華麗な意匠は垂下する枝垂桜の直線的な
流れが枝と尾長鶏の華やかさに緊張感をもた
げ、見事に調和 している。 このデザインを用
いネクタイ ・油 とり紙入 りミラー ・両面 ミ
ラー ・宝石袋 ・二折札入 ・コイン入れ ・革嚢
札入 ・ポーチ ・カー ド人付革嚢名刺入れ ・ボ
ス トンバッグ ・ハ ンドバッグ ・テーブルセ ン
ター ・小襟紗 ご蓋付懐紙入 ・数寄屋袋として
販売 されている。その他 「色紙」 も当館所蔵
の(山 水図 久隅守景筆 江戸時代 ・松林図
屏風 長谷川等伯筆 桃山時代 ・四季花鳥図
酒井抱一筆 江戸時代)が あ り、このうち
「四季花鳥図」の画法は商品名=「 ぐい呑み
(酒グラス)」に彫刻 されている。「四季花鳥
図巻」は四季の植物 ・鳥類 ・虫類を春夏、秋
冬の上巻と下巻の2巻 に分けて描いたと指摘
されてお り、光琳の四季花鳥図などが本図の
画想の源とされている。抱一筆 夏秋草図屏
風 夏図(銀 地の上に可憐 な草花を描いた叙
情性 と装飾表現を自由に統合させた優美な作
品)を モチーフにして特許絵画織の技術技法
を用いた 「絵画織ブックカバー」も店頭に並
んでいる。その他 「土偶ペンダント」は当館
所蔵の重文 土偶 宮城県田尻町出土 縄文
時代(晩 期)を デザイン化、「勾玉イヤリン
グ・ピアス」は当館所蔵の`埴 輪/踊 る人々'
(埼玉県江南町野原出土 古墳時代6c)、勾玉
(京都府八幡市八幡大芝 西車塚古墳 出土
古墳時代4c)をデザイン化 したもので特に
`埴輪/踊 る人々'や`浮 世絵(金 魚づ くし
国芳画)'をモチーフに耐熱ガラスを素材と
し"ラ ンプワーク"という技法を用いた手作
りの 「ガラス細工」は非常に綺麗 ・嘆美であ
る。「栓抜 き」も当館所蔵の 「玉兎透鐸」(銘
其阿弥正比作 江戸時代19c)・「蟹透鐸」
(無名 尾張 室町時代16c)を参考製作し、
「(輪島)箸 」 も当館所蔵の鼠地唐織 「花文網
目繋八橋胡蝶模様」打掛(江 戸時代19c)に
表されているデザインを参考に製作 され、「小
箱 秋草図屏風」は当館所蔵の重要文化財「秋
草図屏風 俵屋宗雪筆 江戸時代17c」のデ
ザインを、「小箱 花鳥沈金手箱」 も当館所
蔵の 「花鳥沈金手箱」(明時代15c)をデザイ
ン化 したもので名刺入れ ・楊枝入れ ・小物入
れとして愛用できる。
畢寛、展示品を`お 土産品'と して持ち帰
ることで、来館者が印象 に残 った作 品のイ
メージを銘記 し記憶 として留めることができ
るし、また逆にミュージアムショップを立ち
寄ることで再度、同博物館に足を運びたくな
るような揺曳や、あまつさえ`気 に掛かる展.
示'が 発見できるという効果も期待で きるの
ではないかと考える。
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7.野外博物館の展示について(事 例7)
<見学館:千 葉市立加曽利貝塚博物館
見学 日:2005年6/19・12/4>
同、野外博物館は日本最大の`大型貝塚'・
住居趾であり、とにか くその広 さ、規模(約
134,500m2)において圧倒 させ られる。加曽
利貝塚公園全体が展示の対象であり博物館建
物 自体 はその1部 に過 ぎな く、所謂、`まる
ごと博物館'で あ り国指定史跡である。公園
内は大 きく 「北貝塚」 と 「南貝塚」に分かれ、
前者に 「住居跡群観覧施設」、後者に 「復原
集落」及び 「旧大須賀家住宅」があ り、両者
にそれぞれ 「貝層断面観覧施設」があ りこれ
らは全て"野 外施設"で ある。当公園は縄文
後期の植生を復元 しクヌギ ・コナラ ・アカガ
シ ・ブナ等が遺跡内に再現 しており、食用の
ナンテンハギ、薬用のオミナエシも遺跡 と共
に保存されている。南 ・北の 「貝層断面観覧
施設」 は貝層 を縦に切断 して貝層や土層の堆
積状態、貝塚の成 り立ちや年代の新旧、各時
期の文化の様相 を側面から具に観察できるよ
う断面を固定 してある。貝層中には縄文人の
使った道具 ・食 とした魚や獣の骨などが混入
してお り、人々の生活を知る手がか りとなっ
ている。北の階層断面は表土層の間に帯状の
キサゴ純貝層 ・ハマグリ純貝層が、南はハマ
グリ ・アサ リ ・シオフキ ・オオノガイ等が層
の1部に凝 り固まって点在 している。「住居跡
群観覧施設」 には無数の住居趾や貯蔵穴がみ
られ遺跡が集落(=遺 構)で あることを示唆
している。直径約170m「南貝塚の貝層」 に
は焚き火の跡 と煮炊き用の土器が発見 されて
お り、貝塚は単にゴミ捨て場でなく大量の貝
を土器で煮て身だけを取 り出し天 日で干 して
「干貝」に加工 していたむらむらの共同作業場
の跡であったことを物語っている。南貝塚の
中心部 には貝や住居趾が少なく土偶や石棒、
埋葬人骨が集中 して発見された場所であ り当
時の儀礼 ・祭礼 ・弔いを知る上で貴重な資料
である。北貝塚から200m離れた場所に13戸
の住居趾が発見 された「復原集落」(小型貝塚)
は加曽利En式 期の集落を復元 したものであ
り北貝塚(大 型貝塚)と の相関関係を知る上
で重要な地点である。野外敷地において北貝
塚のE地 点 と南貝塚 のB地点では考古学上、
重要な資料が発掘 されてお り`説明板'(公
園内に全11ヶ所)が置かれている。E地点は
「加曽利E式土器」(縄文中期後半.:口辺部:
外返 し、口唇部:内 湾の深鉢形)と して、B
地点では1924年に発掘 された 「加曽利B式土
器」(堀之内式土器の上層部で深鉢形・浅鉢形・
椀形土器)と してともに縄文土器の型式編年
の基準をもたらした場である。「旧大須賀家住
宅」(寛保～寛延1741～1750年)は元、幕張
町にあったものを昭和43年に千葉市に寄贈
され、民俗資料 として保存する為、当園に移
築されたもので武家風の`書 院造'で あ り入
室禁止 だが、家屋の外 から土間 ・居間 ・戸
棚 ・薪置が覗ける。軒は壁面の外側に出桁 を
設ける`せ がい造 り'になっている。家屋す
ぐ隣には 「お祭 り広場」(傾斜斜面 を人為的
に削ってテラス状の平坦面をつくりそこに巨
大な竪穴が掘 り込まれた遺構)が あ り、 さら
にこの近辺(公 園の東端部)に は坂月川が流
れ、縄文時代の 「舟着場」 と推定 される場で
あ り大量の貝を丸木舟に積んで荷揚げ した場
所と思われ、当貝塚の玄関口と考 えられてい
る。
野外博物館やエコミュージアムは考古復元
型 ・史的ない し知的整備型、移築復元型等い
ずれも文化財の延命 を組み立 てながらエ ン
ターテイメント化 し、当時の生活 を忠実に復
元し、人と人の持っている技術、属人的な部
分をス トレー トに魅せることが肝要である。
この組み立て とはあ くまで`研 究ベース'で
あ り、`調査研究'の ウエイ トが低減ない し
欠落 してはならな く、`地域まるごと'の発
想にして も単 なる`観 光資源'で はダメで、
各サテライ トが機能連関的にネットワークで
関係づけられ組織化 されていな くては意味が
ノ 一32一
ない(矢島國雄教授講義の一説、〈注>13参照)。
同博物館は史跡 をレアにそのまま活かして
いるのでそれはそれで良いが、展示物に関す
る知識が浅いと無柳 な時間を過ごしてしまう
可能性 もある。 また貝塚全体 も長期的な時間
推移の中では劣化 をも伴 うので、その点に留
意 し維持保存に努めるべきである。
8.博物館での映像利用について(事例8)
〈見学館:複 数館の映像展示
見学 日:2005年7/10・10/23・11/13>
国立科学博物館では宇宙船操縦室を象った
ような巨大モニ ター(ナ シ ョナル機器)で
『ピックバ ンから現在まで』を宇宙の年齢 ・
原子の誕生 ・原始銀河 ・太陽系の誕生等 「宇
宙を知 ること=私 自身のルーツを知ること」
と位置づけ、気の遠 くなるような時間を時系
列 ・編年的に短時間で音声映像にて紹介して
いる。観覧席は数箇所 しかないが リピー ト的
に放映 され誰 しも思わずモニ ターの前で立ち
止まらせるような効果がある。`科博の活動'
部門では、カプセルに入った各種の`モ ノ'
資料の側のボタンを押すと天井に備え付けた
上部の映写機か ら展示机(腰 くらいの高さ)
に解説映像が投影 され`映像(解説)'と`モ
ノ'の同時併用の効果が渾然 としてお り、且
つ重厚な印象を与えている。展示資料の例 と
して人類の進化を語 るアウス トラロピテクス
の脳、科学技術を語 る和磁石、地球を語るカ
ンラン岩、太陽系 を語る限石、生命史 を語る
アンモナイ ト化石、緑のもとを語るソテツと
エビネランの種子、消え行 く種を語るニホン
カワウソの頭骨等がある。また同館の 「地球
上に芽生えた 「生命の花」」は、「系統樹」 を
象ったモニ ターであ り異なる能力をもった生
物 を取 り込み細胞内の器官とすることによっ
て生物が飛躍的に進化(原核生物⇒真核生物)
したことを表現 している。大型映像 「地上の
さまざまな景観」 も大型スクリーン1機で臨
場感を、6機のモニ ターでマ ングローブ林 ・
熱帯雨林 ・湿原 ・温帯林 ・高山 ・砂漠 を補足
解説 している。
葛西臨海公園水族館はメインフロアに入る
前に 「レクチャールーム」(Auditorium)にて
`概観'的なデモンス トレーションとして当館
の目玉となる魚、珍魚の紹介を中心に映像を
利用 している。例えばグースフィッシュ(釣
りをする魚)、海藻に隠れるヨウジウオ、岩
についた藻を食べるタマカエルウオ、メガネ
モチノウオ(ナ ポレオンフィッシュ)等 をア
ニメーションのキャラククターの解説と組み
合わせて幼児 ・低学年向けにも分か り易い言
葉に加工 している。当館のアウトラインを順
路導入時に提示することによって時間的に余
裕のない利用者にとっても観覧の順序選択の
指針が決めやすいもの となっている。
2005年7月にオープンした六本木 ヒルズ
森 タワー50F、森都市未来研究所 にて映像で
下る 「東京静脈』(現在の神田川の流脈か ら
都市を観る内容)の 順路沿いの放映は、独創
的かつ奇矯的である。神田川下りを想定しな
が ら川面側ない し乗船者側から都市を眺め観
覧 し、東京または現代都市の新 しい姿 を探 る、
という奇抜な発想である。原風景が枯渇し無
機質的なイメージをもつ都市の`顔'な いし
`表情'を ハイセ ンスに捉 え、もしくは従容
としたモダン性を掲げながら美術的 ・絵画的
な効果 も狙っているが、欲 を言えば`音 声'
がないのが惜 しいところだ。何か↑舌淡 として
いて酒脱感はあるが、ペーソスや機微 に触れ
るような相好が得られない。 もちろん揺曳性
や漂泊性を演出 し、鑑賞者に感想 を委ねると
いう芸術性ない し意匠性は評価できるが、放
映が敷桁的でな く少々、放恣皮相的であ り、
何時その場を離れてよいものか、なかなかタ
イミングがつかめないのが勿体ないところで
はある。
総 じて映像利用に関して考えるに、利用者
の視点に立って考えると、映像だけの展示は
臨場感 こそあるものの`音声'と の組み合わ
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せがない とあまり効果はない と思われる(も
ちろんスペース制約による音量調整は考慮さ
れているのであろうが)。これに比 して動物
園 ・水族館へ訪れる来館者の支持が厚いのは
`実物'が 動 くからである
。COMグ ラフィッ
ク等の動画技術の進歩 も著 しいが利用者に当
該館まで足 を運んでもらった`甲斐'に 応え
るためには、映・画像の`流 しっぱなし放映'
では仮に高価 な巨大スクリーンやモニターを
駆使 した展示とてお金にものを云わせるハコ
もの誇示に終わってしまうように思える。ま
た美術 ・芸術的色彩を伴 う博物館展示にはあ
る程度、敷桁的な`縁取 り'を した音声案内
が必要であろう。
9.美術館の展示解説活動について(事例9)
<見学館:東 京国立近代美術館
見学 日:2005年12月24日〉
【所蔵品ガイ ド】
時間14:00～14:45
ガイ ド:金成 圭章(か なり よしあき)氏
【当 日のテーマ】
「そ こに在る?」
【鑑賞画】
3F①金山康喜 「アイロンのある建物」
②徳岡神泉 「仔鹿」
2F③小林正人 「絵画=空 」
④若江漢字 「見ることと祝えること
一枝 ・定規一」
まず(金 成氏は)観賞者に夫々率直な感想
を述べてもらうことか らギャラリー トークを
始 めていた。十人十色の感想全 てに賛 同 し
`(印象に)正 解なるものは存在 しない'こ と
を力説 されていた。また絵画のうちどの場所
に惹かれたか?光 がどこか ら当たっている
か?に ついて注視 させた。全員の感想を訊い
たうえで今度は、作者の経歴(例 えば①金山
康喜の略歴=富 山旧制高→東大→ ソルボンヌ
大等)③ 小林正人は敬慶なクリスチャン④若
江 は司馬江漢のファンでペ ンネームに借用 し
た)等 を解説 し、また描いた頃の時代背景や
所以またはモチーフ(例 えば②奈良公園の夕
方で最後に残った仔鹿 を梵鐘をバ ックに描い
たこと、また徳岡神泉が描いた他作品の 「狂
女」は徳岡が 「文展」に入選せず苦悩の 日々
を送っていた頃で富士の麓にて描いた等)に
関連する事柄にも触れた。金成氏は作者が ど
ういう気持ちで描いたか、そのポリシーは何
か?を 探ることも鑑賞のポイン トとした。①
「在ると思 うから在る、見ようと思うから見る
んだ!」③ 「キャンバスの上に絵があるので
はなく、絵はキャンバスと一体にある(空 を
描 いたのではない、空その もの だD」 、④
「人間が視るものは写真の像 とは違 う!」等に
ついて も付言 されていた。また描画技法につ
いての解説①油彩 ・キャンバス②紙本 ・彩色
(ニカワで顔料 を溶いた)④ ゼラチン ・シル
バー ・プリント等の説明を行い、特に③は筆
で描いたのではなく布に染込ませ没入し塗 り
た くってキャンバスと格闘 した、とされる描
状 を解説 された。また④ は撮影技法上、 ト
リックが施 してあ り、鑑賞者に当画のカラク
リについて問うて考えさせてから詳説をされ
た(す なわちY字型の枝を写 した9枚の同 じ
大きさのように見える写真は、実はカメラと
被写体との距離が全てバラバラで、我々人間
の既成概念の硬直性、`真実 さ'の不確実性
や我々の視覚や認識の`曖 昧さ'を表現 した
ものである、とする説明)。また最後に全体
のテーマ、即ち 「そこに在る?」 に整合する
よう 「祝 えることとは何なのであろうか?」
について問い`あ やふや'の 表現としての絵
画を選集 して魅せたことを確認 し、後は観賞
者の自由自在で放恣な受容 ・岨囎あるいはナ
イーヴな瞠目や憧憬なるものに委ね任せるス
タンスを貫いていた。
学芸員の立場に立って 「展示解説活動につ
いて」 について述べるならば、観賞者の感性
や絵画から受ける率直で直感的な感想を尊重
し、または共感 ・賛同 ・首肯 し、`答えなる
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もの'を 用意 したり、説明的に解説するので
はなく、観賞者の官能的な印象 も受け入れな
が ら共有的に、その画のさらなる可能性につ
いて互いに模索 しようという姿勢 ・態度で対
話 してい くことが重要だと感 じた。「解説」
はあ くまで補説、余談的に用いて、観賞者が
目で見 ・視 ・観る営みをサポー トすると同時
に、共に`知性'で な く`感性'を 養 うよう
な演出が大切であると痛感 した。ガイ ドは作
者の思考に近づけるような想像 ・創造力を働
かせるよう諭 したり、頭 を巡 らせて絵画の表
現するものを伏線的に考えさせるのではなく、
当絵画から得られる熱烈な印象や、心の琴線
に触れるようなリリシズム、研 ぎ澄まされた
レアで無垢 な感動あるいはペーソスや腐心を
共に味わうような、感化の触媒的役割に徹す
ることが肝要だ と考える。
10.博物館活動を支える施設(事 例10)
〈見学館 北区飛鳥山博物館
見学 日:2005年6月24日〉
当館学芸員の鈴木直人 さんは当館建設の計
画段階、間取 り ・設計 に関与 し1998年の開
館 に至るまでの7年 間を主にPRの期 間、固
定客の獲得 に力を注がれたことを力説された。
その際、区民と共同で技術体験 ・復元を(講
座等を通 じて)行 うことを心掛け、今後は調
査研究をより充実させて行 きたいと添えた。
`経費節約'や 合理効率化の例 としては
、①
ミュージアム ・バ ッヂを委託 ・外注 ・`丸投
げ'せ ず 白飴 で作成するなどの内製化、②
"セレクションファイル"を小出しにして長期
安定的なサービスを供給、③"展 示 シー ト"
を作成 し綴ることで、それがそのまま当博物
館の資料目録 ・館史となる、等がある。来館
者・利用者のニーズに呼応することと、設備・
サービスの拡充 とのはざまの中で両者 をどう
両立させるかという点で博物館開館後の草創
期 もしくは`立 ち上げ期間'が如何に労苦を
伴 うかを痛感 させられた。年4回 発行のり一
フレッ ト、博物館だよ り 「ぽいす」の発行、
夏休みには「わくわ くミュージアム」(子供向)
の企画等さまざまなプログラムが組まれ、博
物館は建物 ・施設 といったハー ド的な側面だ
けではなく、企画立案 ・プログラム等のソフ
ト面、能動的な知的教育 ない し啓蒙 ・普及活
動といった人的な働 きかけ、ない しサポー ト
なしには成 り立たないことを思い知 らされる。
それは専門分野の さらなる深化に留まらず自
由で奇抜 な発想や閃き、学芸員自身の興味対
象 ・趣味を駆使することも肝要である(鈴木
学芸員談)。オープン ・ヤー ド見学において、
とりわけ顕著で特徴的な展示は、館内誘導 ト
ンネル(非 日常性への解放 ・清涼感のあるB
GM)、「自由動線」に関する工夫(順 序発奮
の`補 助 シー.ト'の懇切丁寧 さ)、山桜 ・花
見弁当のレプリカ、荒川の河川敷のジオラマ
(時間的経緯 ・サ イクル)、f飛鳥山劇場」の
ランニングコス ト高、体験学習室で製作 した
モノとその展示連携(短 冊 ・小麦まんじゅう
等)で ある。また閲覧コーナーではハ ンディ
キャップのある人々の為の上下移動可の机、
授乳室の設置、子供向けの タッチパネル式PC
のクイズ形式解説が目を引 く。バックヤー ド
では 「図書資料室」の移動式 ラックと安全装
置、「研究 ・作業室」の講座資料 ・ポスター ・
ちらし ・キャプション製作、扉が3方 にある
「特別展示室の前室」、2tロング車がすっぽ り
入る 「搬入口」(学芸員の技能として クレー
ン講習や玉掛け講習等の受講 も必要)、ストロ
ボ撮影可の 「ス タジオ」、機械入れ替えの為
の屋外スペース 「マシンハ ッチ」、「熱源室 ・
機械室」の解説や、当初 目的とは異なる部屋
利用(ex.煉薬用倉庫・補修作業室・監査室)、
廊下の物置としての活用など状況 に応 じた有
効活用 には目をみはるものがある。24時間、
温湿度管理され錦絵 ・油絵等の美術品や掛け
軸等が収納 されている 「特別収蔵庫」 には入
室で きなかったが主に考古資料(土 器・石器)
や民具生活資料が収蔵されている前室有2重
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扉の 「一般収蔵庫」では大型の桐箪笥や剥製
(死骸利用)が 安置されてお り、立体地図や
貝殻剥 ぎ取 り標本は内壁を利用 して保存 され
ている。室内部が2層式になっているのは床
面積 ・建坪率や建物検査を勘案考慮 している
もので、あ くまで備品購入 した"棚"利 用 と
して後設置 した床面(パ ンチングメタル製=
穴開き鋼板)は 、他館にもみられる巧妙で合
法的な設計 ・施工である。総 じて安全性 ・衛
生面を熟考 しつつ"モ ノの収納の仕方"が 重
要課題 ない し難題であることがうかがえる。
まとめ 一今後の魅力ある博物館への模索一
年間10数余の博物館のフィール ドワーク
を実施 した体験 から、筆者か らみて印象に
残っ.た博物館そのものが保有する特徴や魅力
的なポイント等 を考えながら思索すると、今
後の博物館に求められるニーズや発展に関し
ておよそ以下の5つ の点が肝要と思われる。
①解説員 ・ボランティアの適正配置 と来
館者 とのコミュニケーションの向上
②学芸員の開場時におけるオープンフロ
アの俳徊
③実体験、体感 ない し追体験学習の企画
増設
④映像 ・音声の複合 もしくは融合的な展
示技術
⑤ナレッジセンターとしての博物館が来
館者に地域共同体の一員 としての自覚
を喚起
①は、あくまで人件費や固定費等の経常的
なコス トや財政的資金力と絡み合 う問題 とな
ろうが、解説員やボランテ ィアから来館者へ
の呼びかけ、話 しかけや誘(い ざな)い 、と
いった`き っかけ'を 提供することは、ひい
ては来館者が否応なく解説に`引き込まれる'
こ とになる。来館 者に とって元 々興味が な
かった展示対象であって も、実際に肉声で解
説 された内容 は強 く心象に残っているし、ま
してや来館当事者にとって関心のある展示に
いたっては自身の知識をより掘 り下げ深化す
ることができる。沈黙 している`モ ノ'の 放
つ価値性や意匠性はある意味(鑑 賞者の知識
レベルにも依 るが)`一方通行ない し単方向'
であるので、解説員がモノと鑑賞者 とに介す
る触媒 となることで`双方向'の対話が成立
するこ とが可能である。こうしたコミュニ
ケーションのや りとりが鮮明な記憶 とな りリ
ピー ター確保 に繋が ると期待する。manto
man配置とはいかないまでもfacetofaceの
精神 を視座とする企画 ・立案や公共サービス
提供者としてのホスピタリティが重要である
と考える。
②は、ほとんど行われていないのが実状で
あろうが、これは可及的に取 り組 まねばなら
ない問題であると考える。むろん学芸員は解
説員 ・ボランティア以上に専門的な解説 ・提
供を行 うことがで きる力量を兼ね備えていな
くてはならないのであろうが、何 よりも来館
者のニーズや館内行動の トレンド、そ して如
何に興味を引 くポピュラーな展示方法を察知
ないし把握できるかが、今後の展示計画を作
るうえで必要になってくるであろう。学芸員
の(調査研究の賜 としての)意 図した展示が、
どんなに専門的で詳細であり、敷桁的且つ深
奥的な解説であってもリピーターが来なけれ
ば意味はなく管理運営に支障をきたすことは
否めない。来館者の微細な反応をみた り、評
価を考慮することで`魅せ方'に もいっそう
のアイデアや創意工夫が見いだせるか も知れ
ない。常に来館者の挙措や一挙手一投足に目
を光らせ、鑑賞者のレピュテーシ ョンにアン
テナを張ることは重要で1単 にオープンフロ
アのレイアウ トを含めた傭鰍的な構造 ・静態
的な観察、つまり来館者の呼び物 ・人気展示
のカウントや統計だけでなく、参与観察ない
し動態観察といったフィール ドワ「クを中心
とした来館者調査やAIDMA行動観察の実践
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が急務 となろう。学芸員が展示デザイナーと
コミュニケーターを兼任することはもちろん、
積極的 もしくは能動的にコーデ ィネーターあ
るいはファシリテーターとなるべ く、そ うし
たモラールを高める努力が望 まれる。
③は、筆者 が特に理工系 ・自然科学系の体
験型博物館 に殊に感化 された経験 から述べる。
体験型博物館の企画 ・イベン トは実験 ・操作 ・
試行 を通 じてアミューズメント性 やエンター
テイメン ト的要素に力点 を置き、我々の身近
では常時様 々な物理現象が起 こっていること
を自覚 ・意識させ知的好奇心 を促進 ・触発 さ
せる趣向が大切になるであろう。来館者に体
感や体験という形で享受 してもらい`モ ノの
道理を思考させる'ま たは`未 知なるものへ
の探求心を煽る'こ とは、来館者にとっても
何にも代え難い摂取ないし悦びとなろう。特
に自然系博物館の展示は微視的(ex.原子分
子 ・細胞 ・微生物等)ま たは巨視的(ex.恐
竜 ・宇宙 ・天文等)素 材の展示、あるいは不
可視的、抽象的かつ未知的なものをも扱 うの
で、展示の`サ イジング'(大きさの設定)
が重要となる。その展示構想 ない し計画自体
がある種、人為を超越 した非現実的で、幻想
的な事象 ・事物 ・事柄 または問題提起をも含
んでいる展示提供者の`仕業'ない し`演出'
であるが故に、鑑賞者も博物館を訪れること
で非日常性を感 じられるのではないだろうか。
学芸員の仕事の醍醐味は、展示の稀有 ・奇矯
さを謳 う展示で勝負するのではなく、そ う
いった来館者の憧憬や瞠 目を誘導 ・演出する
悦びなのである。
④は、これまで本稿の訪問館事例の随所に
触れてお り、今後の博物館に期待 される項 目
として博物館関係の概説書等 にも少なくなく
述べ られているので、ここでは深 く立ち入ら
ないが、`モノ'と`映 像 ・音声'と の同時
併用 ない し複合的効果が重厚 ・重層的な印象
を与えるのであって、映像だけの展示は臨場
感 こそある ものの`音声'と の組み合わせが
ないとあまり効果はないと考える(も ちろん
展示スペース制約による音量調節は考慮され
ているのであろうが)。比較的、動物 園 ・水
族館の リピーターや来館者数が多 く、来館動
機を尋ねるアンケー ト等で来館者の支持が厚
いのは`実 物'が 動 くからであるとされてい
る。CG等の動画技術の進歩 も著 しいが、利
用者に当該館まで足 を運んで もらった`甲斐'
に応えるためには、映像の`流 しっぱなし放
映'で は、仮に高価 な巨大スクリーン ・モニ
ターを駆使 した展示 とて金にものを云わせる
ハコもの誇示に終わって しまうように思える。
⑤は、受動的でな く能動的に地域へ発信す
る博物館である。そ してその地域共同体に所
属する一般市民が博物館 を通 じて、ローカル
アイデ ンティティを軸に、自文化の担い手で
あることを自覚 させ るような住民参加型の博
物館の整備である。`知の宝庫'、`知の トポス'
である博物館が地域のナレッジセ ンターとな
ることは当該地に居住する利用者の知識 ・技
術 ・倫理 ・感性を育み、知的向上心を煽るこ
とになり、自治体 レベルでの人々の生活向上
に寄与することになろう。文化財の延命を組
み立てなが らエ ンターテイメント化 し、この
`組み立て'と は、興味本位 で呼び込み偏重
型のランドマークやシンボリックな目玉展示
を意図するだけのものではなく、あ くまで`研
究ベース'で あ り、「調査研究」のウエイ ト
が欠落ないし低減 してはならなく、「地域まる
ごと博物館」の発想 にしても単なる観光資源
ではダメであり、各サテライ トが機能連関的
にネッ トワークで関係づけられ組織化 されて
いなくては意味がない。(19)吉田優によれば
「地方の博物館がそれぞれに持ってい る 「風
土」を中心に据え、地方博物館の郷土の"顔"
を検討 していくことが、地方博物館の持って
いる地域的役割 と地方博物館の意義を明らか
にしてゆけるものと考える。」[吉田:2000]と
してお り、地域博物館にして も当地の属人的
な部分、風土の匂い、泥臭さ、といった自文
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化を象徴 ・代表 させるようなノスタルジアを
煽る展示が望 ましいと考える。
むすびにかえて 一旭山動物園(北 海道:旭
川市)の 成功例 をふまえて一
近年、博物館を紹介するホームページは充
実 している。画像 ・動画映像 もそこに掲載 さ
れている展示物(モ ノ)を クリックすれば、
わざわざ博物館に足を運ばなくても … と
さえ思 うこともある。 しか しなが ら`実物'
に目で触れることにより、慧眼を養 う貴 さを
博物館は示唆せねばならないのである。無人
で人の手を介 さないインターネットと差別化
を図るのであればハー ド的側面(館 蔵品 ・資
料 ・建物施設 ・機械設備等)よ りもソフト的
側面(企 画 ・事業 ・プログラムを等)、すな
わち人的サポー トにより一層、力点を置 くこ
とが望まれる。 まとめの④で も述べたが`実
物が動 く'生々しさはいつの時代 も新鮮であ
る。本稿末に掲載 した、今や衆人環視の 「旭
山動物園」の特質すべ きユニークな点は、単
に動物の姿を見せるのではなく、動物本来の
動的な魅力をダイナミックに見せる 「行動展
示」の手法をとったことに妙がある。 さらに
裏方である飼育係 を前面に押 し出 し飼育係が
来園者の目の前で 自分が世話をしている動物
を紹介する手法を導入 した。同園の成功は希
少動物がいなくても知恵を絞れば絶大な集客
が可能になることを証明す ると同時に、生活
着の間に 「動物の生態を体感して学びたい」、
「動物の本来の魅力に触れ、心がなごむ動物園
がほしい」 といった強い潜在的ニーズがあっ
たことを証明 した事例 として注 目されてい
る。(14)
学校教育における 「机間指導」に習い、博
物館館内の俳徊にせよ、館外を取 り巻 く地域
共同体の要求把握のための社会調査 にせ よ、
フィール ドワークないし参与観察の重要性は
増 している。展示の企画以前の段階の評価に
は、①博物館来館者が博物館の展示に何を求
めているのかが調査 され、その時点の展示で
は何が実現 されていないかを明 らかにするこ
と、②社会と構成員が博物館 に対 してどのよ
うな意識を持ち、何を求めているのかが調査
され、博物館が展示のなかで何をどう実現 し
てい くべきであるのかを探 ることが重要であ
る。(15)
学びたい人が充たされ、未知なるものが既
知となり、未来を予測 した り、無垢な発見に
触発 ・感化されたり、開眼 した り、あるいは
発明 ・研究といった人類の営為に、これまで
資料(モ ノ)や 図書が貢献 して きたことは疑
いもない。博物館 とは、まさにそうしたもの
なのである。 ところが、わが国の博物館 は、
学芸員の絶対的不足、これによる専門未分化、
調査研究の時間分配の少なさ、単年度予算主
義 による資金運用の限定性、ハコモノないし
`見て くれ'偏 重のハー ド優先投資など、幾
多の問題が山積 している。教育機関としての
博物館の、これら意義から考えると膨大な予
算枠 を取 って然るべ きであろうと考えるので
ある。学芸員 もそうしたことを念頭に、蓄積
してきた研究調査の成果 ・実績を余すところ
なく展示ない し公開し、それらを活用 した教
育 ・普及に関 して熱意、沓持をもって行 うべ
きである。しか しながら、それは木鐸(文 化
的指導者)としてではなく、飽 くまで来館者・
鑑賞者ないし利用者のサポーター、あるいは
触媒 としての役割に徹することが肝要であろ
う。
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〈 注 〉
(1)倉田 公裕 ・矢 島 國 雄 『新 編 博 物館 学 』 東 京 、
東 京 堂 出 版 、1997年、291ペー ジ。
(2)同上 、305-306ペ ー ジ。
(3)同上 、296,304,311ペー ジ。
(4)同上 、310ペー ジ 。
(5)1995～1996年度 に お い て は文 部 省 科 学 研 究
費 補 助(以 下 、科 研 と 表 記)に よ る 「会 社 文
化 の 総 合 的 研 究 」(代 表 者:中 牧)が 始 ま り、
100館余 の 「企 業 博 物 館 」で の フ ィー ル ド・ワ ー
クが 実 施 され 、1996～1997年度 、これ に付 随
半 ば 継 続 す る形 で 民 博 共 同研 究 「会 社 文 化 と企
業 博 物 館 の 人類 学 的 研 究 」(代表 者:中 牧)が
行 わ れ た 。 ま た、 一 連 の 博 物 館 調 査 は経 営 人
類 学 シ リー ズ第3弾 で あ る 『企 業 博 物 館 の 経 営
人 類 学』(中 牧 ・日 置 共 編2003)と し て 出 版
され た 。
(6)Adams,P.R.,'Theexhibition',ICOMed."The
OrganizationofMuseums-PracticalAdvice."
(UNESCO1960)〈国 際 博 物 館会 議 日本 委 員 会
訳 〉 「展 示 」 『博 物 館 組 織 そ の実 際 的 ア ドバ イ
ス 』 国 際 博 物 館 会議 日本 委 員 会,1965年 に よ
れ ば 、 博 物 館 の 「展 示(exhibition)とは、 見
せ る こ と(toshow)、陳 列 す る こ と(todispiay)、
目 に触 れ る よ う に す る こ と(tomakevisible)
で あ り、 多 く の 国 語 に お い て 、展 示 とは 、 も
の を選 び 意 味 の あ る表 示(meaningfulofthings)、
目 的 の あ る 陳 列(displaywithpurpose)を意 味
して い る 」 と定 義 され て い る。 ま た 倉 田 公 裕 ・
矢 島 國雄(『 新 編 博 物 館 学 」 東 京,東 京 堂 出
版,1997年,183ペ ー ジ)に よ れ ば、 単 に 雑
然 と した 「陳 列 」 に止 ま る こ と な くモ ノ に 心
を 惹 か れ る よ う 工 夫 し、 配 列 、 照 明 、 色 彩 、
デ ザ イ ン等 で 注 意 を喚 起 し、モ ノ が ヒ トに 能 動
的 に は た ら きか け る もの で な くて は な らな く、
心 理 的 ・生理 的 に も展 示 環 境 の ア メ ニ テ ィ を追
求 し、楽 しみ な が ら学 ぶ と い う教 育 性 と娯 楽性
を 兼 ね 備 え た 展 示 が 今 後 ます ます 要 求 さ れ て
お り、 そ れ ゆ え 調 査 研 究 ・コ レ ク シ ョ ン を 掌
る 学 芸 員 の 責 任 も重 大 で あ る 、 と して い る 。
ま た 、 こ こ で い う`心 理 的'条 件 に は、 商 品
デ ィ ス プ レ イ のAIDMAに 見 習 う 必 要 性 を 説
い て い る(同 書220ペ ー ジ)。
(7)前掲 、r新編 博物 館 学 』,184ペー ジ。
(8)同上 、195-218ペー ジ。
(9)同上 、252-253ペ ー ジ 。
(10)同上 、253ペー ジお よ び245ペ ー ジ。
(11)筆者 が 明治 大 学学 芸 員 養 成 課 程 に お い て 商 品
部 門:学 芸 員 の外 山 徹 先 生 の 指 摘 を要 約 整 理
した もの 。
(12)出典:文 部 科 学 省 ホ ー ム ペ ー ジ(Home>総
合 案 内 〉各 種 統 計 情 報 〉 社 会 教 育 調査 〉平 成
17年度 社 会 教 育 調 査 中 間 報 告 〉調 査 結 果 の
概 要)
http:〃www.mext.go.jp/b_menu/toukeVOO1/004/
h17m〆002.htm
(13)本校:明 治 大 学 の 学 芸委 員 養 成 課 程 の 「博 物
館 実 習1」 の講 義 に て矢 島 國 雄 教 授 が コ メ ン
ト及 び 板 書 さ れ た こ と を筆 者 が ノ ー トに書 き
留 あ た もの を整 理 ・要約 ・補 足 した。
(14)増田 貴 司(東 レ経 営 研 究 所 チ ー フエ コノ ミ
ス ト)「今 、体 感 型 学 習 が 面 白 い」,東 レ経 営
研 究所 『エ コ ノ ミス ト・アナ リ ス トの コ ラ ム』
(2006.2.2付三友 新 聞rセ ンサ ーjに も掲 載)
http://www.tbr.co.jp/pdflcolumnlclm_aOIO.pdf#
search=%22%20%E6%88%90%E5%8A%9F%2
0%22%E6%97%AD%E5%Bl%B1%E5%8B%9
5%E7%89%A9%E5%9C%92%20%22%20filet-
ype%3Apdf%22
(15)前掲 、 『新 編 博 物 館 学 』,308ペー ジ。
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日本最北の旭川市 旭山動物園 正門入場口 旭山動物園全景 「行動展示」で有名に!
診 ぶ4
爽 二
360.水中 トンネルのペンギンは飛行 しているかのよう ホ ッキ ョクグマの飛び込 みや泳 ぎを水 中か ら…
「マ リンウェイ」(上下の水槽を結ぶ円筒状の トンネル)ユ キ ヒョウが寝 ているの を真下 から眺め られ る
を縦 に泳 ぐゴマフアザラ シ。360。か ら観察可能(下 が空間になっているところで寝る性質を利用 した)
(写真 中畑 充弘2006年9月6日撮影)
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